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マ等について国民一人一人に啓発活動を行うこと、
ホームページ『住宅・すまい Web』を通じて全国
への住情報の発信を推進していること、更に、全国
の住宅総合展示場に於いてキャンペーンを実施す
ることで、住宅・住環境、住まい方等について、深
く考える機会を提供して参りたいと考えます。」と
述べられました。

同時に合同記念式典では、「住生活月間功労者」、
「住まいのリフォームコンクール受賞者」、「家やま
ちの絵本コンクール受賞者」に対し、国土交通大臣
賞等の表彰が行われました。

◆�９月 30 日（土）、高円宮妃殿下は、ハウステンボ
ス内『変なホテル』をご視察されました。

< 委員会活動（９/16 〜 10/15）>
【運営委員会】
※ 開催なし

【政策委員会】
◎住生活産業ビジョンWG	 ９月 19 日

� 「未来における豊かな住生活の実現に向けた提
言」まとめに向けた議論。⇒200万戸の既存ストッ
クの実態がわかるデータについて議論、リフォー
ム工事の実情について住宅各社より報告。
◎住宅政策勉強会	 ９月 21 日

・�講師：獨協大学経済学部 倉橋 透教授・テーマ：
「住宅：今後の見通しと税制への提言」⇒良質
な住宅ストックの形成や、良質なまちづくりに
役立つ住宅税制、土地税制こそが望ましい。具
体的には、長期優良住宅の優遇をさらに厚くす
ることや（新築・既存を問わず住宅ローン控除、
登録免許税、不動産取得税、固定資産税）、立

㈱エイチ・アイ・エス
の澤田会長兼社長ら
と共に『ロボホン楽団』
の演奏をご見学される

国 土 交 通省 住 宅 局 
長谷川住宅生産課長
より、CLT（直交集成
板）の御説明をお受
けになられる

地適正化計画が定められている場合には、居住
誘導地域に立地する場合の優遇の程度を厚く
するなど。

	 10 月６日
・�講師：慶応義塾大学経済学部 土居 丈朗教授・

テーマ：「来たる消費増税と住宅税制の対応」
⇒住宅消費税において現状では、（税の実務上
の理由から）消費税の本来的な意味である「付
加価値税」ではなく、ストックとしての住宅
を取引したことに伴う税に成り下がっている。
本来、消費税は居住サービスに対して課すもの
であり、購入時一括払いの歪みを解消し、家
屋に対する固定資産税として延払いにすれば、
住宅購入者の購入時負担が軽減される。

【専門委員会】
◎住宅性能向上委員会WG	 10 月 10 日

・�住宅政策の動向について。
１）�平成 30 年度概算要求及び税制要望の概要（国

交省住宅局）。
２）�シックハウス（関係業界連絡会（案））につ

いて他４項目。⇒国交省より各項目について
説明と質疑応答。

・�平成 29 年度 SWG 活動の推進状況報告。
１）�SWG １活動状況報告（ZEH 関連各委員会｛第

２回 ZEH、第１回集合住宅｝の議事内容に
ついて）。

２）�SWG ２活動状況報告（H29 年度の建築物省
エネ法講習会の実施について他２項目）。

３）�平成 29 年度第３回住宅性能向上委員会 WG
議事メモ（案）。⇒各リーダーより活動状況
報告と質疑応答及び内容の確認。

・�その他委員会等連絡確認事項。
１）�住宅・建築物のエネルギー消費性能の実態に

関する研究会について他４項目。⇒各項目に
ついて参加委員及び事務局より報告確認。

◎住宅性能向上委員会WG１	 ９月 22 日
・�住宅生産者等 WG 提出意見の内容確認。
・�第１回及び２回ZEHロードマップフォローフォ

ローアップ委員会内容報告。
・�第１回集合住宅ロードマップ委員会報告。⇒各

議事内容について検討・確認、プレゼン内容に
ついての意見出し要請。

	 10 月２日
・�ZEH ロードマップフォローフォローアップ委

員会プレゼン内容の確認と修正検討。
・�ZEH ロードマップフォローフォローアップ委

員会中間整理案内容確認。
・�みなし申請移行手続き等 FIT 制度改正につい

てのフォロー報告他。⇒各議事内容について検
討・確認。
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◎住宅性能向上委員会WG２	 ９月 19 日
・�H29年度建築物省エネ法講習会の実施最終確認。

⇒各会場運営内容の確認と担当割の確認。
・�講習会用テキスト内容読み合わせ。⇒作成テキ

ストの内容確認。
◎住宅ストック研究会	 10 月３日

・�「住宅ストック研究会」の活動報告。⇒「住宅
ストック研究会」の浴野座長より、平成 29 年
度上期の活動実績と下期の取り組み事項につ
いて、報告と質疑が行われた。

・�第１回「生活をよくするリフォーム」を担う人
材に関する検討会（経産省）の報告。⇒オブザー
バー出席の浴野座長より、第１回「同検討会」
の審議内容について、報告と質疑が行われた。

・�平成 30 年度に向けた活動テーマについて。⇒
委員全員を交えて、「委員会」としての今後の
活動テーマについて率直な意見交換がなされ、
次回会合にて整理・集約することとした。

◎工事CS・安全委員会	 10 月 10 日
・�建設キャリアアップシステムについての進捗

状況について。⇒建設キャリアアップシステ
ム 第２回運営委員会の資料を基にシステム使
用料金案を確認し、住宅業界における同システ
ムの普及について討議を行った。

・�建設業の働き方改革に関する不動産 ･ 住宅関係
連絡会議について。⇒今後開催される同会議の
趣旨について確認を行った。

・�建設技能者の能力評価のあり方に関する検討会
について。⇒今後開催される同会議の趣旨につ
いて確認を行った。

・�11,12 月の「今月の安全重点取り組み」について。
⇒ 11 月、12 月の安全重点取り組みについて検
討し決定した。

・�現場における「快適トイレ」導入についての進
捗状況について。⇒「快適トイレ」普及の状況
ならびに普及に係わるキックオフ ･ イベントに
ついて確認 ･ 意見交換を行った。

◎産業廃棄物分科会	 ９月 28 日
・�環境省 通知：「石綿含有仕上塗材の除去等作業

における石綿飛散防止対策について」への対応
状況について。⇒現在までの経過を念頭に置き
ながら検討 ･ 意見交換を行った。住団連 専務
理事と住宅生産課長の方針をまず踏襲する。場
合によっては、産業廃棄物分科会 委員各社が
協力して気中濃度測定を行うことを確認した。

・�廃棄物処理法施行令 ･ 施行規則改正に伴う水銀
使用製品産業廃棄物の取扱について。⇒水銀使
用製品産業廃棄物の取扱関係資料の内容を確
認、意見交換を行った。「廃棄物処理法施行令
･ 施行規則改正に伴う水銀使用製品産業廃棄物
の取扱い及びマニフェストの記載方法につい

て（おしらせ）」については、建設六団体副産
物対策協議会名で発行しているため、六団体の
内容確認、了承後に発出すべきであるため（住
宅に関係した内容、記載例も加えることができ
たはず）、今後、このようなことが無いように
申し入れを行うこととなった。

・�平成 29 年度 建設廃棄物ならびに石綿含有建材
の適正処理講習会 札幌、名古屋会場アンケー
ト結果について。⇒札幌、名古屋会場のアン
ケート結果、コメント内容を確認した。大宮会
場の第１部、仙台会場の第２部の講師変更に伴
う新講師を決定した。

◎建築規制合理化委員会WG	 10 月２日
・�平成 29 年度規制合理化要望について。⇒法 22

条地域のサンルーム設置関係の修正案、追加資
料について説明と審議。

・�国交大臣宛要望案について。⇒案の説明と審議。
・�基整促 F12 関連について。⇒仕様のニーズ調

査について確認。
・�設計図書の電磁的保存に係るガイドラインにつ

いて⇒スケジュール等の説明。
・�社整審建築基準制度部会について。⇒開催要領

と論点について説明。
◎住宅税制・金融小委員会	 10 月６日

・�住宅税制の抜本見直しの進め方。
１）�各委員からの住宅税制テーマのまとめと確認

⇒基本的な考え方について議論と確認。
２）�ニッセイ基礎研究所よりの調査企画提案。⇒

企画内容について過不足等のアンケート実施。
３）スケジュールについて。
４）�ワーキング設立について。⇒岩本小委員長に

一任（各社候補者を個別選出）。
５）�年度税制の資料の説明。⇒資料作成について

各社協力再依頼。
◎国際交流委員会	 ９月 20 日

・�2017 IHA 中間総会について。
１）�懇親会（屋形船）招致者について。⇒各団体・

企業の代表２名程度とし、招待状を送付。
２）�スケジュールについて。⇒ IHA 事務局との

電話会議を報告。
３）�人員配置について。⇒ WG メンバーとの配

置について報告。
４）�記者会見について。⇒会議、調印の内容を中

心とした記者会見を実施予定。
５）�「柏の葉スマートシティー」視察について。

⇒車中オリエンテーションの説明。
・�海外視察研修会について。
１）�平成 29 年度の実施について。⇒タイ・マレー

シア・シンガポールの企業会員の PJ を視察。
２）�平成 30 年度の企画について⇒年末に再度検

討。




